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－ 1 －

１

（ １ ）　 下の作品 A 〜 C を ， 描かれた年代の古い順に左から 並べたも のと し て最も 適切な

も のを ， 次の①〜⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は１ １ 。

A B C

①　 A  → B → C

　

②　 A  → C → B

③　 B → A  → C

④　 B → C → A

⑤　 C → A  → B

⑥　 C → B → A

著作権保護の観点により 、

掲載いたし ません。

著作権保護の観点により 、

掲載いたし ません。

著作権保護の観点により 、

掲載いたし ません。
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（ ２ ）　 次の文章は，日本画について説明し たも のである 。 文中の空欄（ 　 ア 　 ）〜（ エ ）

に当てはま る 語句の組合せと し て最も 適切なも のを ， 次の①〜⑤の中から 一つ選べ。

解答番号は１ ２ 。

　 日本画と いう 用語は明治時代にはじ めて慣用さ れる よ う になっ た 。 その祖に位置

づけら れる のは『 悲母観音』（ 1888 年） で知ら れる （ 　 ア　 ） であ る 。 日本画の顔

料と し て代表的なも のは岩絵具で， こ れは（ 　 イ 　 ）。 その他にも 貝殻を 砕いてつ

く る （ 　 ウ 　 ） や， 煤から つく る 墨など がある 。 膠は， こ のよ う な顔料を （ 　 エ　 ）

のに使われる 。

①　 ア　 狩野芳崖　 　 イ 　 鉱石を 砕いて作ら れる 　 　 ウ 　 胡粉　 　 エ　 接着する

②　 ア　 富岡鉄斎　 　 イ 　 鉱石を 砕いて作ら れる 　 　 ウ 　 丹　 　 　 エ　 接着する

③　 ア　 狩野芳崖　 　 イ 　 土で作ら れる 　 　 　 　 　 　 ウ 　 丹　 　 　 エ　 混合さ せる

④　 ア　 富岡鉄斎　 　 イ 　 鉱石を 砕いて作ら れる 　 　 ウ 　 胡粉　 　 エ　 混合さ せる

⑤　 ア　 狩野芳崖　 　 イ 　 土で作ら れる 　 　 　 　 　 　 ウ 　 胡粉　 　 エ　 接着する
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（ ３ ）　 水彩画について 説明し た文と し て誤っているものを ， 次の①〜⑤の中から 一つ選

べ。 解答番号は１ ３ 。

①　 透明水彩絵の具は顔料を アラ ビ アゴ ム など で練り 合わせて作る 。

②　 透明水彩絵の具は重ね塗り の表現を する こ と ができ ない。

③　 ド ラ イ ブラ シと は， 乾いた筆に水の量が少ない絵の具を つけて， かすれたタ ッ チ

で描く 技法である 。

④　 透明水彩絵の具を 塗っ た後に， 水を 含ま せた筆でな ぞっ て色を なじ ま せる 技法を

ぼかし と いう 。

⑤　 筆を 使い終えたら ， 付け根ま で水でよ く 洗い流し ， 乾燥後は穂先が曲がっ たり し

ないよ う に注意し て保管する 。
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（ ４ ）　 下の彫刻作品の作者， 作品名， 様式の組合せと し て 最も 適切なも のを， 次の①〜

⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ４ 。

作者 作品名 様式

① ミ ケラ ン ジェ ロ ラ オコ ーン ルネサン ス

② カ ノ ーヴァ ヘラ ク レ ス と リ カ ス ルネサン ス

③ ミ ケラ ン ジェ ロ ラ オコ ーン 新古典主義

④ カ ノ ーヴァ ヘラ ク レ ス と リ カス 新古典主義

⑤ ミ ケラ ン ジェ ロ ヘラ ク レ ス と リ カス ルネサン ス

⑥ カ ノ ーヴァ ラ オコ ーン 新古典主義

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。
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（ ５ ）　 次の 文章は， 彫刻の 種類と 指導法に つい て 説明し た も の で あ る 。 文中の 空欄

（ 　 ア　 ） 〜（ 　 ウ 　 ） に当てはま る 語句の組合せと し て最も 適切なも のを ， 次の①

〜⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ５ 。

　 平面を 彫り 込む， ま たはそこ に形を 盛り 上げて肉付けを する 彫刻を （ 　 ア　 ） と

いう 。（ 　 ア 　 ） を 制作する 際には， 特有の重な り 表現を 活かせる よ う （ 　 イ 　 ）

を 意識する こ と を 指導する 。 西洋・ 東洋問わず多様な作例がある が， 特に古代ギリ

シア で作ら れた（ 　 ウ 　 ） は有名である 。

①　 ア　 丸彫り 　 　 　 イ 　 手前の部分と 奥の部分の空間の圧縮

　 　 ウ 　 パルテノ ン ・ フ リ ーズ

②　 ア　 浮き 彫り 　 　 イ 　 テク ス チャ の差異化　

　 　 ウ 　 ベルヴ ェ デーレ のア ポロ ン

③　 ア　 丸彫り 　 　 　 イ 　 手前の部分と 奥の部分の空間の圧縮

　 　 ウ 　 ベルヴ ェ デーレ のア ポロ ン

④　 ア　 浮き 彫り 　 　 イ 　 手前の部分と 奥の部分の空間の圧縮

　 　 ウ 　 パルテノ ン ・ フ リ ーズ

⑤　 ア　 丸彫り 　 　 　 イ 　 テク ス チャ の差異化　

　 　 ウ 　 ベルヴ ェ デーレ のア ポロ ン

⑥　 ア　 浮き 彫り 　 　 イ 　 テク ス チャ の差異化　

　 　 ウ 　 パルテノ ン ・ フ リ ーズ
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（ ６ ）　 下の仏像の種類と 所蔵場所の組合せと し て 最も 適切なも のを， 次の①〜⑤の中か

ら 一つ選べ。 解答番号は１ ６ 。

仏像の種類 所蔵場所

① 如来 室生寺

② 菩薩 浄瑠璃寺

③ 如来 浄瑠璃寺

④ 菩薩 平等院鳳凰堂

⑤ 如来 平等院鳳凰堂

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。
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（ ７ ）　 下の作品Ａ 〜Ｄ と ア 〜エのデザイ ナーの組合せと し て最も 適切な も のを， 次の①

〜⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ７ 。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

＜デザイ ナー＞

ア　 倉俣史朗

イ 　 剣持勇

ウ 　 柳宗理

エ　 深澤直人

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

① ア イ ウ エ

② イ ウ エ ア

③ ウ エ イ ア

④ エ イ ア ウ

⑤ エ ウ ア イ

⑥ ウ ア エ イ

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。
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（ ８ ）　 ミ ュ ラ ー＝リ ヤー錯視を ， 次の①〜④の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ８ 。

① ②

③ ④

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。
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（ ９ ）　 色光の三原色と 色料の三原色の組合せと し て 最も 適切な も のを， 次の①〜⑤の中

から 一つ選べ。 解答番号は１ ９ 。

色光の三原色 色料の三原色

① レ ッ ド ， グ リ ーン ， シアン マゼン ダ， イ エロ ー， ブルー

② レ ッ ド ， イ エロ ー， ブルー マゼン ダ， グ リ ーン ， シアン

③ マゼン ダ， イ エロ ー， シアン レ ッ ド ， グ リ ーン ， ブルー

④ マゼン ダ， グリ ーン ， ブルー レ ッ ド ， イ エロ ー， シア ン

⑤ レ ッ ド ， グ リ ーン ， ブルー マゼン ダ， イ エロ ー， シアン

（ １ ０ ）　 次の文章は， 景徳鎮窯について説明し た も のであ る 。 文中の空欄（ 　 ア　 ） 〜

（ エ ） に当て はま る 語句の組合せと し て 最も 適切な も のを ， 次の①〜⑤の中

から 一つ選べ。 解答番号は２ ０ 。

　 景徳鎮窯は中国を 代表する 名窯であり ， その歴史は古い。 景徳鎮窯が発展し た背

景には， 良質な白磁と ，（ 　 ア　 ） で文様を 描く 青花の技術がすでに確立し て いた

こ と があっ た。 ちなみに青花は， 日本では（ 　 イ 　 ） と 呼ばれる こ と も あ る 。 その

よ う な 背景のも と ，（ 　 ウ 　 ） 時代に景徳鎮窯が（ 　 エ　 ） と し て 指定さ れ， 大き

く 発展する こ と と なっ た。

①　 ア　 コ バルト 　 　 イ 　 色絵　 　 ウ 　 唐　 　 エ　 民窯

②　 ア　 鉄　 　 　 　 　 イ 　 鉄絵　 　 ウ 　 明　 　 エ　 官窯

③　 ア　 コ バルト 　 　 イ 　 染付　 　 ウ 　 明　 　 エ　 官窯

④　 ア　 鉄　 　 　 　 　 イ 　 鉄絵　 　 ウ 　 明　 　 エ　 民窯

⑤　 ア　 コ バルト 　 　 イ 　 染付　 　 ウ 　 唐　 　 エ　 官窯
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（ １ １ ）　 下の図は， 焼き 物の制作工程を 表し たも のであ る 。 図中のＡ 〜Ｄ に当て はま る

工程の組合せと し て最も 適切なも のを ， 次の①〜⑥の中から 一つ選べ。 解答番号

は２ １ 。

成形 → Ａ → Ｂ → Ｃ → Ｄ → 本焼き

＜工程＞

ア　 素焼き ……ゆっ く り と 温度を 上げる 。 焼成温度は 700 〜 900℃。

イ 　 乾燥………十分に乾燥さ せる 。

ウ 　 施釉………焼き 上がり の色や肌合いを 考えて， 釉薬を かける 。

エ　 加飾………型押し する など ， 模様や装飾を する 。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

① ア エ ウ イ

② ア イ エ ウ

③ イ エ ウ ア

④ イ ア エ ウ

⑤ エ ア ウ イ

⑥ エ イ ア ウ
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（ １ ２ ）　 下の写真のう ち， 漆が使われて いな い作品を ， 次の①〜⑤の中から 一つ選べ。

解答番号は２ ２ 。

① ②

③ ④

⑤

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。

著作権保護の観点に

より 、

掲載いたしません。

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。
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（ １ ３ ）　 下の表は， 19 世紀に大き く 発展し た 映像メ ディ ア の歴史についてま と めたも の

であ る 。 表中の空欄（ 　 ア　 ） 〜（ 　 オ　 ） に当てはま る 語句の組合せと し て 最

も 適切なも のを ， 次の①〜⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ３ 。

1839 年
（ 　 ア　 ） が銀メ ッ キ し た銅板上に光景を 固定する と いう 方法で， 今日的

な写真を 発明する 。

1831 年
ジョ セフ・ プラ ト ーは 10 等分程度に分割し た円盤に連続する 図案を 描き ，

ア ニメ ーショ ン を 表現する （ 　 イ 　 ） を 発表し た。

1878 年
（ 　 ウ 　 ） は複数のカ メ ラ を 用いて， 走っ ている 馬を 連続写真と し て撮影

する こ と に成功し た。

1891 年 （ 　 エ　 ） は， 一人用の映像鑑賞装置キネト ス コ ープを 発明し た。

1895 年 ルイ・ リ ュ ミ エールが世界初の実写映画と いわれる（ オ ） を 撮影する 。

①　 ア　 ジョ ゼフ ・ ニセフ ォ ール・ ニエプス 　 　 イ 　 フ ェ ナキス ト ス コ ープ

　 　 ウ 　 エティ エン ヌ ＝ジュ ール・ マレ ー　 　 　 エ　 グラ ハム ・ ベル　 　 　 　

　 　 オ　『 列車の到着』

②　 ア　 ジョ ゼフ ・ ニセフ ォ ール・ ニエプス 　 　 イ 　 プラ キシノ ス コ ープ

　 　 ウ 　 エド ワ ード ・ マイ ブリ ッ ジ　 　 　 　 　 　 エ　 グラ ハム ・ ベル　 　 　 　

　 　 オ　『 列車の到着』

③　 ア　 ルイ ・ ジャ ッ ク ・ マン デ・ ダゲール　 　 イ 　 プラ キシノ ス コ ープ

　 　 ウ 　 エド ワ ード ・ マイ ブリ ッ ジ　 　 　 　 　 　 エ　 ト ーマス ・ エジソ ン 　 　

　 　 オ　『 工場の出口』

④　 ア　 ルイ ・ ジャ ッ ク ・ マン デ・ ダゲール　 　 イ 　 フ ェ ナキス ト ス コ ープ

　 　 ウ 　 エド ワ ード ・ マイ ブリ ッ ジ　 　 　 　 　 　 エ　 ト ーマス ・ エジソ ン 　 　

　 　 オ　『 工場の出口』

⑤　 ア　 ルイ ・ ジャ ッ ク ・ マン デ・ ダゲール　 　 イ 　 フ ェ ナキス ト ス コ ープ

　 　 ウ 　 エティ エン ヌ ＝ジュ ール・ マレ ー　 　 　 エ　 グラ ハム ・ ベル　 　 　 　

　 　 オ　『 列車の到着』
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（ １ ４ ）　 映像メ ディ ア を 活用し た指導について説明し た文と し て誤っているものを ， 次

の①〜⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ４ 。

①　 ス ト ラ ッ プを 首や手首にかける な ど， 精密機械であ る カ メ ラ を 落と さ ないための

指導を し た。

②　 カ メ ラ で蛇口から 出る 水を 撮っ たが， ぶれて 写っ て し ま う 問題を 抱える 生徒に，

レ ン ズを 広角にする よ う 指導し た。

③　 グ ループで映像制作を 行う にあた っ て， 台本や絵コ ン テを 作成し て映像全体の流

れを 全員で把握する よ う に指導し た。

④　 許可を 得ずに他者の顔を 撮る こ と はし ないよ う に指導し た。

⑤　 ボールを 転がすアニメ ーショ ン を 制作する 中で， ボールの動き を 速く 見せる た め

に， 一コ マでボールを 大き く 動かし てみる よ う 指導し た。
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（ １ ５ ）　 下の文章と 写真は先史時代の文化と ， 美術界への影響について説明し た も ので

あ る 。 文中の空欄（ 　 ア　 ） 〜（ 　 ウ 　 ） に当てはま る 語句の組合せと し て最も

適切なも のを ， 次の①〜⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ５ 。

　 ク ロ マニョ ン 人によ っ て描かれたフ ラ ン ス の（ 　 ア 　 ） 洞窟壁画は世界的に有名

であ る 。 日本において は縄文時代の特徴的な土器が見つかっ て いる。〈 写真 A 〉 は

そ の う ち の 一つで， こ の よ う な 形状の 土器は（ 　 イ 　 ） 土器と 呼ばれて い る 。 

（ 　 ウ 　 ） は， 博物館で偶然出会っ たこ の土器に大いに触発さ れ，〈 写真 B〉 のよ う

な作品を 残し た。

〈 写真 A 〉 〈 写真 B〉

①　 ア　 ラ ス コ ー　 　 　 イ 　 遮光器　 　 ウ 　 岡本太郎

②　 ア　 アルタ ミ ラ 　 　 イ 　 火焔型　 　 ウ 　 ヤノ ベケ ン ジ

③　 ア　 ラ ス コ ー　 　 　 イ 　 火焔型　 　 ウ 　 岡本太郎

④　 ア　 ラ ス コ ー　 　 　 イ 　 遮光器　 　 ウ 　 ヤノ ベケ ン ジ

⑤　 ア　 アルタ ミ ラ 　 　 イ 　 火焔型　 　 ウ 　 岡本太郎

⑥　 ア　 アルタ ミ ラ 　 　 イ 　 遮光器　 　 ウ 　 ヤノ ベケ ン ジ

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。
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（ １ ６ ）　 美術教育の歴史について説明し た 文と し て誤っ ているものを ， 次の①〜⑤の中

から 一つ選べ。 解答番号は２ ６ 。

①　 ド イ ツ の詩人フ リ ード リ ヒ ・ シラ ーは『 美的教育書簡』 において， 美が個人のう

ちに調和を も たら し ， そう いっ た美を 享受する 人々の織り なす「 遊戯の国」 の必要

性を 説いた。

②　 オース ト リ ア の美術教育実践家フ ラ ン ツ・ チゼッ ク は， ウ ィ ーン の美術学校在学

時代， 近所の子ど も た ちと の遊びから ， 子ど も が描く 絵の創造性を 見出し ， 子ど も

自身で成長さ せる 教育方針を 主張し た。

③　 美術教育理論家ハーバート ・ リ ード は『 芸術によ る 教育』 において， 個性の伸長

と 社会性の涵養と いう 相反する 目的を 統合さ せ得る 教育を 審美的教育と し ，心理学，

精神分析学を 引用し ながら 理論化し た。

④　 ヴ ィ ク タ ー・ ロ ーウ ェ ン フ ェ ルド は『 美術によ る 人間形成』 において， 児童画の

発達を ６ 段階に分けて考察し た。

⑤　 画家の山本鼎は， 図画教育の主要であっ た自由画教育を 排除し ， 臨画的方法を 強

調し た。
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（ １ ７ ）　 次の文章は， 一般社団法人全国美術館会議が掲げる 「 美術館の原則」 について

の記述の一部であ る 。 記述内容と し て適切でないものを ， 次の①〜⑤の中から 一

つ選べ。 解答番号は２ ７ 。

①　 美術館は，美術を 中心にし た文化の価値を 継承・ 発展，さ ら に創造する こ と に努め，

公益性・ 公共性を 重視し て人間と 社会に貢献する 。

②　 美術館は， 調査研究に努め， その成果の公表によ っ て社会から 信用を 得る 。

③　 美術館は， 設置目的・ 使命を 達成する ため， 収益性を 重視し た運営を 行い， 美術

館に関わる 人々と 作品・ 資料等の安全確保を 図る 。

④　 美術館は， 体系的にコ レ ク ショ ン を 形成し ， 良好な 状態で保存し て次世代に引き

継ぐ 。

⑤　 美術館は， 倫理規範と 専門的基準と によ っ て自ら を 律し つつ， 人々の表現の自由，

知る 自由を 保障し 支える ために， 活動の自由を 持つ。
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２

（ １ ）　 下の文章は，「 中学校学習指導要領（ 平成 29 年３ 月告示　 文部科学省） 第２ 章　

各教科　 第６ 節　 美術　 第１ 　 目標」 である 。 文中の空欄（ 　 ア　 ） 〜（ エ ） に

当て はま る 語句の組合せと し て 最も 適切な も のを ， 次の①〜⑤の中から 一つ選べ。

解答番号は２ ８ 。

　 表現及び鑑賞の幅広い活動を 通し て， 造形的な見方・ 考え方を 働かせ，（ 　 ア 　 ）

や美術文化と 豊かに関わる 資質・ 能力を 次のと おり 育成する こ と を 目指す。

⑴　 対象や事象を 捉え る 造形的な 視点について 理解する と と も に ， 表現方法を

（ イ ）， 創造的に表すこ と ができ る よ う にする 。

⑵　 造形的なよ さ や美し さ ， 表現の（ 　 ウ 　 ） と 工夫， 美術の働き など について

考え， 主題を 生み出し 豊かに発想し 構想を 練っ たり ， 美術や美術文化に対する

見方や感じ 方を 深めたり する こ と ができ る よ う にする 。

⑶　 美術の創造活動の喜びを 味わい， 美術を 愛好する 心情を 育み， 感性を 豊かに

し ， 心豊かな生活を 創造し ていく 態度を 養い，（ 　 エ　 ） を 培う 。

①　 ア　 生活や社会の中の美術　 　 イ 　 洗練さ せ　 　 　 ウ 　 特性　 　 エ　 社会性

②　 ア　 生活や社会の中の美術　 　 イ 　 創意工夫し 　 　 ウ 　 特性　 　 エ　 豊かな情操

③　 ア　 日常的な美的経験　 　 　 　 イ 　 洗練さ せ　 　 　 ウ 　 意図　 　 エ　 豊かな情操

④　 ア　 日常的な美的経験　 　 　 　 イ 　 創意工夫し 　 　 ウ 　 特性　 　 エ　 社会性

⑤　 ア　 生活や社会の中の美術　 　 イ 　 創意工夫し 　 　 ウ 　 意図　 　 エ　 豊かな情操
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（ ２ ）　 下の文章は，「 中学校学習指導要領（ 平成 29 年３ 月告示　 文部科学省） 第２ 章　

各教科　 第６ 節　 美術　 第３ 　 指導計画の作成と 内容の取扱い」 の一部であ る 。 文

中の空欄（ 　 ア 　 ） 〜（ 　 ウ 　 ） に当てはま る 語句の組合せと し て最も 適切な も の

を ， 次の①〜⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ９ 。

１ 　 指導計画の作成に当たっ ては， 次の事項に配慮する も のと する 。

⑴　 題材など 内容や時間のま と ま り を 見通し て ， その中で育む資質・ 能力の育成

に向けて， 生徒の主体的・（ 　 ア　 ） で深い学びの実現を 図る よ う にする こ と 。

その際，（ 　 イ 　 ） 見方・ 考え 方を 働かせ， 表現及び鑑賞に関する 資質・ 能力

を 相互に関連さ せた学習の充実を 図る こ と 。

⑵　 第２ の各学年の内容の「 Ａ 表現」 及び「 Ｂ 鑑賞」 の指導については相互に関

連を 図り ， 特に（ 　 ウ 　 ） に関する 資質・ 能力と 鑑賞に関する 資質・ 能力と を

総合的に働かせて学習が深めら れる よ う にする こ と 。

①　 ア　 対話的　 　 イ 　 造形的な　 　 ウ 　 発想や構想

②　 ア　 対話的　 　 イ 　 創造的な　 　 ウ 　 発想や構想　

③　 ア　 対話的　 　 イ 　 造形的な　 　 ウ 　 独創性

④　 ア　 協調的　 　 イ 　 創造的な　 　 ウ 　 独創性

⑤　 ア　 協調的　 　 イ 　 造形的な　 　 ウ 　 発想や構想
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（ ３ ）　「 中学校学習指導要領（ 平成 29 年告示） 解説　 美術編（ 平成 29 年７ 月）　 第４ 章　

指導計画の作成と 内容の取扱い　 ２ 　 内容の取扱いと 指導上の配慮事項」 において

示さ れている も のと し て適切でないものを ， 次の①〜⑤の中から 一つ選べ。 解答番

号は３ ０ 。

①　 見る 力や感じ 取る 力， 考える 力， 描く 力など を 育成する ために， ス ケ ッ チの学習

を 効果的に取り 入れる よ う にする こ と 。

②　 指導者であ る 教師の価値観を 十分に理解さ せ， 特定の表現形式や表現手段， 技法

を 全体に対し て指導する こ と 。

③　 美術の表現の可能性を 広げる ために， 写真・ ビ デオ・ コ ン ピ ュ ータ 等の映像メ ディ

ア の積極的な活用を 図る よ う にする こ と 。

④　 日本及び諸外国の作品の独特な表現形式， 漫画やイ ラ ス ト レ ーショ ン， 図など の

多様な表現方法を 活用でき る よ う にする こ と 。

⑤　 表現の材料や題材な ど については， 地域の身近なも のや伝統的な も のも 取り 上げ

る よ う にする こ と 。




